
①安全な学校生活を送るために、学校保健委員の呼びかけによる各クラスの心に
関するテーマを設定する。

②体力・運動面での児童の実態を保護者と共有するために、体力テストや生活実
態調査の結果を、お便りや個人面談等を使用して、伝えるようにする。

③年間を通して、授業や日々の活動の中で長縄や短縄を行い、体力向上につとめ
る。各クラスや学年で取り組めるようにする。

（１）学力に関わる児童の実態
　全体的に見ると、学習意識、生活意識は市の平均に比べて高
いレベルを保っている。「各教科の勉強は大切だ。」「勉強は生
活に役立ち、将来のために必要だ。」と思っている児童が多い。
学習意識と結果が結びついているとは言い難いが、その気持ち
を大切にし、学習意欲を高めて、指導・支援していきたい。
　また、知識について、中学年では、市の平均レベルまたはそ
れ以上の結果が出ているが、思考力が低いという児童の実態と
の違いを感じる。また、高学年では、市の平均を下回っている
が、極端にできない子は少ないものの、学力差が大きいことが
分かる。教科によっては苦手意識を感じているところもあるの
で、進んで学習に取り組めるような手立てを考えていきたい。

（２）これまでの学校の取組状況（・課題）
　自分の考えを様々な形、場で表現する時間を十分にとるよう
にして学習指導を進めることや子どもの主体的な学びを引き出
し、豊かな関わりを通して、自ら考え表現できる子を育てられる
よう重点研究を進めてきた。
　学力向上に向けて、国語の「書く」や算数の「思考」に重点を
置き、課題解決に向けた支援や系統的な指導がとれるように工
夫する必要がある。中でも今年度は算数に重点をおき、子ども
同士の学び合いの充実を図っていきたい。そして、自ら進んで
学習に取り組み、粘り強く課題解決を図る力、豊かな関わりか
ら自分の考えを深め、表現する力を育むことを目指していきた
い。

・繰り返しが自信へとつながり、しっかりと力をつけてきている
が、日常とつながらないことがある。
・深く考えている児童も増えてきているが、今後一層授業改善し
ていく必要がある。
・最後まで粘り強く取り組むことに難しさを感じる児童が多いた
め、自力解決の過程を意識させたい。
・自信をもって解決する場面まで到達できるようにしたい。
・自分の思いや考えを表現するに留まることが多く、相互に作用
しながら主体的に聞き、互いの考えをつなぎ、関連付けていく力
に課題がある。
・学び合いを紡いでいくための基礎的な能力の向上が必要であ
る。

自ら考え、表現し、学び合う子どもの育成ー基礎・基本の活用と思考力・表現力を育成する算数科の授業ー
具体的に目指す姿とは、①基礎基本の定着：既習事項を活用しながら、課題解決に取り組むことができる姿
②思考力・表現力の育成：自分の考えを図・式・言葉を用いて整理し、筋道を立てて説明できる姿
③協働的に学ぶ力の育成：他者の考えを理解・尊重し、対話を通して自らの考えを深めることができる姿

　子どもたちが食に対しても関心をもつために、
バランスのとれた食事を意識して選べるようにす
る。そのためには、主食・主菜・副菜を揃え、多様
な食品を適切な量で取り入れることが大切であ
る。本校では、偏った食事になってしまっている
児童もいる。そこで、ランチルーム給食を通して、
バランスのとれた食事や、体に影響する食材な
ど、食に関しての知識をつけさせたい。また、健
康な体を作り、運動の技能アップにも繋げたい。
今年は、学校保健委員会で、「食」を扱う予定で
いる。全校児童が、健康的でいるためには、「規
則正しい生活」と「バランスのとれた食事」をとるこ
とが豊かな生活に繋がることを知る機会にもした
い。
　コロナの時期からすると、体力が少しずつつい
てきている児童もいるが、まだ横浜市の平均より
も低い傾向にある。１年を通して体育の授業や学
校行事（運動会練習）を行う上で、体力に課題を
残す部分も見られる。どの学年も、まだまだ体力
や技能面をあげることができるので、各学年担当
の教員が領域に合わせて、体力アップや技能の
向上に努める必要性があると感じた。特に、「上
体起こし」や「立ち幅跳び」は伸び悩んでいるた
め、敏捷性や瞬発性を養う必要があると考える。
学年によっては、横浜市の平均よりも大きく差が
出ていることが分かった。全ての種目を高めるこ
とは時間を要するが、運動の根底には、体力をつ
けることや私生活を見直す必要があると考える。
運動する機会を普段から作り、子どもが進んで意
識し、取り組めるようにしていきたい。心身ともに
健康で豊かな生活を送れるような工夫と環境づく
りに努めたい。

バランスのとれた食事と運動継続で体力アップ　～はばたく中和田っ子～

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上

半

期

〇「聞く」「聴く」「訊く」ことに価値をもたせる
　考えながら「きく」ことを意識させることで、他者の考えを吸収したり、自分の考えを広げ深めたりできるようにす
る。
○学び合いを深める授業展開の充実
　子ども自ら課題を見つけ、つかみ、解決する過程で、他の考えに触れ、自分の考えを広げ深めていく経験ができ
るような授業を行う。
○ユニバーサルデザインの授業の充実
　どの子にもわかりやすい授業の在り方について考え、教育環境を整備したり、教材・授業展開の工夫を行ったり
する。
○研修・研究会の時間の確保と内容の充実
　学年による研究・研修時間を確保し、材の発掘や教材研究をさらに深める。
○国語科：基礎基本が定着するように計画的に丁寧に指導する。「書く」については、文章を書く機会を設け、実態
に応じて指導法を工夫する。
○算数科：説明する機会や共有する時間を大切にする。ヒントを出したり、説明の仕方の例を提示したりして支援
する。具体物の操作や体験的な活動を取り入れて、感覚を伴って理解できるようにする。
○社会科：単元を見通す学習問題の解決に向け、主体的に学び続けるようにする。
○理科：「実験課題」「予想」「実験方法」「結果」「考察」を順序立てて継続的に行う。

上

半

期

①本校では、短縄や長縄を通して、体力の向上に励む。体育の授業では、「上体起こ
し」「立ち幅跳び」に関係した体力づくり運動を実施する。運動委員会で長距離走や縄跳
びの取り組みを提案し、児童の意欲に繋げる。５・６月に各クラス学年ごとに現時点での
長縄の回数を掲示する。それから自分たちの目標を掲げ、記録を更新するごとに貼りだ
す。

②学活や保健、家庭科等において、基本的な栄養について学ぶ機会を設けたり、給食
に使用する食材に触れる体験(さやむきや皮むき)を通したりして、食に対する興味関心
を高め、食の知識を積み重ねていく。食の専門家として、栄養教諭が授業や活動に参画
していく。

③運動委員会で長縄集会の提案をし、児童が１年間を通して体力アップに向けて実施
できるような工夫を取り入れる。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下

半

期

○上半期に設定した対策をもとに学習指導した途中経過をまとめる。
・各学年の実態から、取組の成果と課題を出す。
・実態を基に、縦のつながりについても検討する。

○宿題の系統化を行うことで、学習につないでいく。
・６年間を通じて、自分が学んだことを理解できるように順を追って内容を見直したり、追究したりするなど、自分で
もう一度と学びを確かめる力を高めていくために、「復習ノート」の取り組みを実施する。
→途中経過等、学年内、学校内で情報を共有し、実態に合わせた手立てを考案していく。

〇対策をもとに学習指導をした結果をまとめて、来年度に引き継ぐ。
※取り組んだものや作成したものを来年度も継続して行うことで、児童に定着できるようにする。
＜引き継いでいくもの＞※学年が変わっても同じ指導ができるようにする。
・学習カード
・振り返りカード
・ヒントカード
・話型
・漢字ドリルや計算スキルなど使用した学習資料

下

半

期

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①基礎・基本の定着を図ること②既習事項を生かしながら子どもたちが主体的・対話的に学習を進めていけるようにすること③自力
解決、グループ解決、全体解決という共同的な学びを取り入れた学び合いの授業を実践していくこと。以上、３点を意識し、授業改善
に取り組んでいきます。また、学年の実態を踏まえた授業づくりに努めていきます。

健康教育
①児童が自分の体に関心をもち、心と体が健康であるために必要な生活習慣や食事について知り、自らの健康のために実践できる
ようになることを目指します。②学校保健委員会を通して、心が健康であるためには、友達との良好な関係を築くことが大切であるこ
とに気づき、横浜プログラムの実践から、自分の心を健康に保つための人とのかかわり方について伝えていきます。

担当 学力向上委員会・重点研究 担当 体育部・保健部

学力向上に関わる本校の状況

共に育つ「なかわだっこ」
　な：仲良く過ごそう（相手の気持ちを考えて過ごす子を育てます）
　か：考える力を伸ばそう（どうしたら良いか、何が正しいかなど、自分で判断し行動できる子を育てます）
　わ：わかり合おう、違いを認めて（みんながもっている違った良さを認め合い、わかり合おうとする子を育てます）
　だ：誰もが安心して過ごせる学校にしよう（いじわるやいじめをなくし、みんなが安心して過ごせるようにしようとする子を育てます）
　こ：言葉を大切にしよう（言葉にしてきちんと伝え、丁寧な言葉遣いや気持ちの良い挨拶を大切にしようとする子を育てます）

（１）豊かな心に関わる中和田小の児童の実態
　本校の児童は、素直で穏やかな児童が多い。責任感もあ
り、するべきことが分かれば最後まで一生懸命に取り組むこ
とができる。全体的に落ち着いている児童が多くいる。一方
で、自ら考えて行動しようとする意識は低い傾向にある。
ルールを守れなかったり、自分事として考えることが難し
かったりする児童もいる。挨拶も、受動的な面が見られ、教
師側からすれば応えるが、自分から進んで挨拶をすることを
目標として取り組んでいるところである。

（２）これまでの学校の取組状況
・授業参観では全学級の道徳授業公開を年１回以上行うと
ともに、年間を通して全体計画をもとに児童の実態に合わせ
た道徳教育を実施した。
・児童の委員会が中心となり、挨拶を重点的に行う週間を設
け、児童が自ら挨拶できるように取り組んだ。挨拶のみなら
ず、「語先後礼」の習慣やしっかり返事をする習慣も身に付
いてきている。
・Y-Pアセスメントシートを活用し、児童の実態把握に努め
た。外部講師（コーチング）による研修により、教師の児童理
解も深めた。
・人権週間では、隔年で人権キャラバンと人権ワークシート
集や「見つけ　気づき　変わる」などの資料を活用した授業
を、発達段階に合わせて行っている。
・中学校ブロックで子ども会議を開催した際には、「いじめを
なくすためにできること」「違いを認め合うために」というテー
マのもと、全校でできることを考え、お互いを知る名刺交換
の活動を行った。
・異学年交流のペア学年活動を行ってきた。学期に1度ほど
の交流や、教科の学び合い、体力テストの活動を一緒にす
ることで、初めて出会う異学年の友達とも徐々に仲良くなり、
笑顔で話す様子が見られた。

①個別支援学級と一般級のより一層の連携をはかり、互いの違いやよさを認められるようにします。②
「特別の教科　道徳」を充実させ、道徳的実践意欲と態度、判断力、心情を高めていきます。

目標を実現するための具体的行動プラン
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☆個別級担任が交流級に出向き、個別級はどのような学級なのか、苦手なことや得意なことを語る機会を
設ける。

☆異学年交流の充実を一層図っていく。「なかよしペア活動」として異学年のペアを決めることで相手意識を
もち、年間を通して継続的に交流していく。この活動を通して、ペアの相手はもちろん学校のいろいろな友達
と仲良く過ごし、自己有用感や自己肯定感を高めていく。

☆児童運営委員会を中心に、「横浜子ども会議」の今年度テーマと絡めて、相手を知りいじめを未然防止す
るための活動や、挨拶を広げる活動を行っていく。

☆学校生活アンケート、Y-Pアセスメントと教育相談をセットで実施することで、担任と児童が話す機会を確
実にとり、実態把握に努める。

☆夏季人権研修を行い、職員の人権感覚を磨く機会とする。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

「自分づくりの力」
「共に高め合う力」の育成

具体化した資質・能力

・各教科等で探究活動を積極的に行っていく。また、ICTを活用することで、児童生徒が主
体的に学習に取り組み、表現する力を育てる。
・小中の授業交流では、子どもの姿をもとに協議を行い、小中の一貫教育を進め、義務
教育９年間で育てる児童生徒像を共有して共通目標の実現を図る。
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☆異学年交流では、運動会やくすのきスマイルデイなどの学校行事を通して、ペアの相手とさらにかかわり
を深めていけるようにする。

☆人権週間では、泉区人権擁護委員の方をお招きしての「人権キャラバン」を行い、自他の人権やいじめに
ついて考え、実践に活かす機会となるようにする。

☆Y-Pアセスメントや学校生活アンケートをもとに、各学級・児童の実態を分析し、適したよこはまプログラ
ムに取り組む。

☆道徳科の学習について、年間を通して授業参観を行う。

中期取組目標
「子ども一人ひとりを大切にし、誰もが安心して楽しく過ごせる学校づくり」
〇丁寧な児童理解をもとに、子ども一人ひとりに寄り添った指導、支援を行います。
〇異学年交流や学年行事、学校行事の中で子どもの思いを生かし、子どもの自己有用感、自尊感情を育みます。
○子どもの主体的な学びを目指した授業改善に取り組み、学ぶことが楽しいと思える教育活動を実践します。
〇特別支援教育の充実を図り、安心できる居場所づくり、わかる喜びを感じることができる学習環境をつくります。
〇保護者、地域、外部の方々との連携を大切にし、様々なふれあいを通して豊かな心を育てます。

人権教育
①「わかり合おう　違いを認めて」の目標達成に近づけるよう、個別支援学級と一般級の連携を強化します。職員に
よる交流児童に対する居場所や受容的な雰囲気づくり、児童同士が相手のことを知り、違いを認める取組を重点
的に進めていきます。担当 人権教育担当・道徳部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 中和田小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


